
補聴器を耳に装用する方法

左耳用・右耳用がございますので左右をご確認
ください。

左耳用：青色

右耳用：赤色

１．補聴器本体を図のように持ち、耳穴の
　  後ろの耳介部分を軽く後ろに引きなが
　  らゆっくり入れます。入りにくい場合は、
　  販売店にご相談ください。
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装用の前に

耳介を軽
く後ろに
引く



補聴器を耳から外す方法：

テグス付の場合：
テグスを持ってゆっくり取り出します。

テグスがない場合：
耳たぶを図のように持ち、耳たぶの後から
親指で補聴器を押し上げます。少し出たら、
補聴器をつかんでゆっくり取り出します。
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音量の調節方法

音量を上げるには：
ボリュームコントロールを
前の方に回転させます。

音量を下げるには：
ボリュームコントロールを
後の方に回転させます。

音量が最大限に達した場合と最小限に達した場合は、ビープ音が2回（ピポッ）鳴ります。
最大限と最小限の真ん中の値で、ビープ音が1回（ポッ）鳴ります。
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左

上げる 上げる

下げる 下げる

右



プログラムの切り替え方法

プログラムスイッチを押すたびにプログラム
が切り替わり、切り替わる時に確認音が鳴り
ます。
プログラム設定している場合、手動で切り替
えることが可能です。

プログラムスイッチの位置はお客様によって
異なる場合がございます。
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注　意



プログラム設定表

※1 プログラム3と4にはTコイル , Tコイル＋マイク, FM, FM＋マイクの何れかのプログラム
　　のみが選択可能です。
※1 ミュート（無音）を選択している場合、音は聞こえませんが、電池は消耗しています。
※2 確認音は消すことも可能です。（プログラム1～プログラム4）

プログラム
プログラム1
プログラム2
プログラム3※1

プログラム4※1

ミュート※2

　　　　　　　設　定　内　容
　

　　確認音※3

“ピ”（・）
“ピピ”（・・）
“ピピピ”（・・・）
“ピポポ”（・・・）
　 確認音なし
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話し手と聞き手の距離が離れた場所や周囲が騒がしい
場所など、補聴器だけでは聞き取りが困難な環境があ
ります。
FM システムは話し手の声をマイクロホンでキャッチし、
FM電波（169MHz 帯）によって聞き手に快適な聞
こえを提供する補聴援助システムです。FMシステム
は送信機と受信機が必要です。
CIC 以外の耳あな型のミロ プラスにはTコイルが標
準装備されています。受信機としてTコイルを利用す
る首かけ型のMyLink+（マイ・リンク・プラス）が
使用できます。FMシステムを使用する場合、Tコイ
ル用のプログラムに切り替えて使用します（例 : MT）。

FMシステム（別売）

11

受信機MyLink+は送信機からの FM電波
を受信し、磁気で補聴器に音声を届けます。



FM送信機
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学校生活用にデザインさ
れた送信機です。言語獲
得中の子どもに最適です。
日本語表示で操作も簡単
です。

ビジネスやプライベートで
使用できるおとな向け送信
機です。話し手の首にかけ
て使用します。指向性の
切り替えができるマイクロ
ホンを搭載しています。

ビジネスやプライベートで
使用できるおとな向け送
信機です。話し手の首に
かけて使用します。ボタン
1つで扱え、操作が簡単
です。

インスパイロ
inspiro

ズーム・リンク・プラス
ZoomLink+

イージー・リンク・プラス
EasyLink+製品名

写真

特徴



FMシステム使用手順
MyLink+

FMシステム（別売）

13

Tコイル用プログラムを補聴器に設定
します。

プログラムスイッチでTコイル用プログ
ラムに切り替えます。

MyLink+ の電源をオンにします。

1.

2

3.

切り替え
方法

手　順

プログラムスイッチ操作による
手動切り替え



補聴器を長くお使いいただくために、日ごろから
のお手入れをお勧めします。

１．補聴器本体から電池を取り出します。

２．ティッシュペーパーや柔らかい布で、補聴
　  器本体と電池についた汗や汚れを拭き取り
　  ます。

３．耳垢が音口部にたまると故障の原因となる
　  ことがあります。付属のブラシで音口部を下
　  に向けて掃除してください。

補聴器をお手入れする際に、家庭用洗剤（石鹸、
洗剤粉等）は絶対にご使用にならないでくだ
さい。

■ご使用後のお手入れ方法

14

注　意



（乾燥ケースを使用される場合）
電池ホルダーを開けたまま補聴器を乾燥ケース
に入れて下さい。

補聴器から必ず電池を取り出してください。
補聴器から取り出した電池は電池寿命が短くな
りますので乾燥ケースにいれないようにしてく
ださい。

■補聴器の保管

15

注　意



第一段階

■初めてお使いになる方に

初めは静かな家の中等で使用し、補聴器をつけることに慣れて下さい。最初は自分の声に
違和感がありますが、本などを声に出して読んだりして違和感がなくなるまで練習します。
練習は10分ほどから始めて徐々に長くしますが、疲れたらすぐ休んでください。

第二段階
静かな部屋で、身近な人と一対一で話す練習をしましょう。

第三段階
複数の身近な人と話をする練習をします。どの人が話をしているか聞き分けてみましょう。

第四段階
慣れてきたら、外で聞く練習をします。

注意：補聴器の音が小さかったり、周囲の音が大きく感じたら販売店にご相談ください。補聴器
の再調整が必要となります。
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補聴器が聞こえづらくなったときは、まず下記のようにお調べください。

■故障かと思われたときは

電池がなくなっていませんか？
1

新しい電池に交換してください。

クリーニングしてください。

きちんと耳に入れなおしてください。

耳垢がつまっている、
もしくはゴミがつまっていませんか？

2

正しく耳に入っていますか？
3

販売店へご相談ください。

いいえ

いいえ

はい

はい

いいえ

はい
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（3～4ページ）

（14ページ）

（6～7ページ）



■仕様・性能（ミロ プラス CIC/MC）
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適 応 聴 力 範 囲
規 準 周 波 数
最 大 音 響 利 得
90dB 最大出力音圧レベル

等 価 入 力 雑 音レベ ル
全 高 調 波 ひ ず み

電 池 の 電 流
使 用 電 池
電 池 寿 命
利 得 調 整 器

*本データは JIS C 5512：2000 の密閉形擬似耳により測定・表示してあります。

：
：
：
：

：
：

：
：
：
：

軽度～中等度
1600 Hz
  34 dB ±5 dB
115 dB ±5 dB（1600Hz）
127 dB SPL 以下（ピーク値）
  35 dB SPL 以下
  500 Hz   4.0% 以下
  800 Hz   3.0% 以下
1600 Hz   3.0% 以下
1.30 mA 以下
PR536（10A）
75～100時間
可変幅 ±6 dB の場合
約 2.0 dB ずつ 3 段階
可変幅 ±10 dB の場合
約 2.0 dB ずつ 5 段階
可変幅 －20 dBの場合
約 2.0 dB ずつ 10 段階
可変幅 －30 dBの場合
約 2.0 dB ずつ 15 段階

90dB最大出力音圧レベル周波数レスポンス
（入力音圧レベル 90dB SPL）

周波数

出
力
音
圧
レ
ベ
ル

規準周波数レスポンス
（利得最大 -7dB）（入力音圧レベル 60dB SPL）

周波数

出
力
音
圧
レ
ベ
ル

  *本取扱説明書に掲載された電池寿命の値は標準
　的設定における目安であり、補聴器の設定やご　
使用の状況によって異なります。

130

100

90

80

dB SPL

120

110

100 200 500 1K 2K 5K 10K Hz

110

80

70

60

dB SPL

100

90

100 200 500 1K 2K 5K 10K Hz



■仕様・性能（ミロ プラス ITC/HS dAZ）
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適 応 聴 力 範 囲
規 準 周 波 数
最 大 音 響 利 得
90dB 最大出力音圧レベル

等 価 入 力 雑 音レベ ル
全 高 調 波 ひ ず み

電 池 の 電 流
使 用 電 池
電 池 寿 命
誘 導 コ イ ル の 感 度

利 得 調 整 器

*本データは JIS C 5512：2000 の密閉形擬似耳により測定・表示してあります。
：
：
：
：

：
：

：
：
：
：

：

軽度～中等度
1600 Hz
  48 dB ±5 dB
115 dB ±5 dB（1600Hz）
127 dB SPL 以下（ピーク値）
  30 dB SPL 以下
  500 Hz   4.0% 以下
  800 Hz   4.0% 以下
1600 Hz   4.0% 以下
1.30 mA 以下
PR41（312）
90～130時間
82 dB SPL ±6 dB（磁界の強さ 1 mA/m ループに
対して垂直の時最大） *誘導コイルは規準値で測定
可変幅 ±6 dB の場合
約 2.0 dB ずつ 3 段階
可変幅 ±10 dB の場合
約 2.0 dB ずつ 5 段階
可変幅 －20 dBの場合
約 2.0 dB ずつ 10 段階
可変幅 －30 dBの場合
約 2.0 dB ずつ 15 段階

  *本取扱説明書に掲載された電池寿命の値は標準的設定における目安であり、
　補聴器の設定やご使用の状況によって異なります。

90dB最大出力音圧レベル周波数レスポンス
（入力音圧レベル 90dB SPL）

周波数

出
力
音
圧
レ
ベ
ル

規準周波数レスポンス
（入力音圧レベル 60dB SPL）

周波数

出
力
音
圧
レ
ベ
ル

誘導コイル入力周波数レスポンス
　　　

周波数

出
力
音
圧
レ
ベ
ル

120

90

80

70

dB SPL

110

100

100 200 500 1K 2K 5K 10K Hz

130

100

90

80

dB SPL

120

110

100 200 500 1K 2K 5K 10K Hz

120

90

80

70

dB SPL

110

100

100 200 500 1K 2K 5K 10K Hz



■仕様・性能（ミロ プラス FS dAZ）
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適 応 聴 力 範 囲
規 準 周 波 数
最 大 音 響 利 得
90dB 最大出力音圧レベル

等 価 入 力 雑 音レベ ル
全 高 調 波 ひ ず み

電 池 の 電 流
使 用 電 池
電 池 寿 命
誘 導 コ イ ル の 感 度

利 得 調 整 器

*本データは JIS C 5512：2000 の密閉形擬似耳により測定・表示してあります。
：
：
：
：

：
：

：
：
：
：

：

中等度
1600 Hz
  50 dB ±5 dB
117 dB ±5 dB（1600Hz）
129 dB SPL 以下（ピーク値）
  30 dB SPL 以下
  500 Hz   4.0% 以下
  800 Hz   3.0% 以下
1600 Hz   3.0% 以下
1.80 mA 以下
PR48（13）
140～220時間
81 dB SPL ±6 dB（磁界の強さ 1 mA/m ループに
対して垂直の時最大） *誘導コイルは規準値で測定
可変幅 ±6 dB の場合
約 2.0 dB ずつ 3 段階
可変幅 ±10 dB の場合
約 2.0 dB ずつ 5 段階
可変幅 －20 dBの場合
約 2.0 dB ずつ 10 段階
可変幅 －30 dBの場合
約 2.0 dB ずつ 15 段階

90dB最大出力音圧レベル周波数レスポンス
（入力音圧レベル 90dB SPL）

周波数

出
力
音
圧
レ
ベ
ル

  *本取扱説明書に掲載された電池寿命の値は標準的設定における目安であり、
　補聴器の設定やご使用の状況によって異なります。

規準周波数レスポンス
（入力音圧レベル 60dB SPL）

周波数

出
力
音
圧
レ
ベ
ル

誘導コイル入力周波数レスポンス
　　　

周波数

出
力
音
圧
レ
ベ
ル

120

90

80

70

dB SPL

110

100

100 200 500 1K 2K 5K 10K Hz

130

100

90

80

dB SPL

120

110

100 200 500 1K 2K 5K 10K Hz

120

90

80

70

dB SPL

110

100

100 200 500 1K 2K 5K 10K Hz


